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♦左から中料播，へ矢島裕二ち、 

小碲稚人-' (みんな立川第 re 小学 
校〉•左から中谷香，:、嫌壬映”，.寺田みの 
リ夂{みんな明島驀屮学校) 


_用和起金_の中に;畢か出東た I といえば「うッそ一 j 
餐〇われ嗲，だが/限りな < 海に近いブール•とい 

「レィンボ-. ブール“ 6月28日•し， 
ぼ‘も？！释命て蘗騵なるオーブンセレそ二-が行なわれ 
~めぶ、$こ*が立ち，衣啬はホンそノ麯まけのリア 
:少费と手をつないて售をとしれば • そこはも 
チ.な一んちゃって.スリル羈•色. *« 
U メライネプールに Afl 集中も当讓か • 


♦山磅 承 M 左)、 雎并秀行し（ふ 
たりとも坧廉柬小学校）♦左から 
中41 ^ ^ 中鳥鈐抝し、石田阐 
V ハ五十稟衿朗 • 


人気のスライ ター プール 


身]5[田世知ら（钼島富士見丘小学校）♦左 
から鴻田三香、 •_ 床本保、鳥;*見子（みん 
な明島寅小学校） 


ぶ ar% 
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111% 「ァ|卜 V 
為 になりまし 
E ぃうんです 


|藤田聡子さん 

「1^—トフラワ— をやる よう 
一にな りまして•自然 銳察って 
メんで すか， よくものを 見 
つめるようになりました*やっぱり 
お手本は本物のお花なんですね J 
娘さんが ピアノの 発炙会をする時 
に洋服の衿に小さな进花で飾ってあ 
げたいと思い，近所の方にお IR いし 
たら「作り方おしえてあげるから、 

ご C 分でされたら J と^をかけられ 
たのがこの道をはじめた觔裱とか。 
以来，朝□々ルチャ—センタ—立川 
校で宮秘关代子！8から本恪妁に習い 
衣紙(7)日5芡めような大作に桃むよ 
うになる。 

1 ET に二度はど近 
所の奥様方に教え 
てもいるんです J 
遠 ( i がちにこう 
おつしやる表 m は 
自信に lln ちている。 


えくてびあん豆辞典 




八 RU 一^-で 一 rr 薄い時期です •• 
仔陬の坫»がすざて、2：も陰る明. 
どこからともなく W こえてくるのは 
祭啪，ナや太鈇の咅0その裔にひかれ 
て浴衣にぅちわで出かけたくなるの 
は•どなたに t 宿っている*ふるさ 
と*ごころでしょぅ* 

I ：本人は实に祭リ奸^ ^ HIS !. です* 
これはど n -4 i を大切にする K 典はい 
ないので a ないかと思われます』祭 
リや行^には • pfr - を起える 1 r にそ 
の起腺をさかのぼるものも.つい tt 
近から H - われはじめたも </) もありま 
す•これらはすべて.私たち n 本人 
の^:!5や物の兄方、感じ方を衣して 


山内关想 

立川の花 〇 サルビア 

»れもしない小学校二年の.& 
休みでした0宿超をやろぅと思 
リたら•朴心の問 Isife がないの 
です•どこを探して t ないので 
す•半べソかいて母に wsf る 
と•「学校の机の中はょく兄たの 
?J VJ 1 Q われました** 

说けつくょぅな八！！：の r 後の 
日茗しの中を. VS い^待で学校 
へ向かいました•学校の玄 M に 
は，体み中にどこかの H 車をす 
るのか•トラックが-^-;ていま 
した • 

別に想い f ,- しているわけで 
はないのに •{» いている：尸 U か 
らこつそり入り， W まリかえつ 
た K ドを忍び足で教室へ&ざま 
した**床のきしむが妙に大き 
<黎きました • 

||!1趙钜はやはリ机の中に!»き 
S れてありました n ホッとした 
とたんに if が吹き出しました* 
E « リの大さなシミのある白い 
木絲の力—テンを M して•強い 
沔日か敉室屮に？:しこみ • 閉め 
きつた教室はむせかえるような 
-» さでした" 


窓を1#!けると、すぐ目の荊の 
私遠のクラスの花增に•みんな 
で » をまいたサルビアの花か見 
* に咲いていました ，® fe 
ききった十の上でサルビアの花 
は， a てくれる入-たいないのに. 
•取 B 赤く • 抟らし - 51 に赤く^い 
ていたのだなと肋いました • 

校 E へ出てジョウロを探しま 
したが»当りませんでした•し 
かたなく拗除坰のバケツを教审 
の中か•り持ち出して•それで水 
をやリました"乾いた土はビチ 
ビチヒ®らしい*!をたてて^持 
よさそぅに小を吸いました 。 a 
に花增がにぎやかになりました。 

苹花も一生けんめい生きてい 
るのだなと•その時初めて心か 
ら草花をいと：^ く思いました. 
いたずらに毕木を手! rr らなくな 
つたの： T この 5 E からです* 

1 參 

4痛ン 


おり、私たちの中から生まれ出た も 
のとい えます•常に平和で® かで あ 
りたい、 ょりょ く 土きたい といぅ 希 
求，自然と\問 との 凋相や*神や仏 
に対する fs 仰•人冏杜仝 での ts 蘸の 
中から生まれた€•我乘や即帟 ‘こ 
れらの中から私たちの m 先は人間や 
神仏、；物を含めた自然とのつな 
ゲリを、格り として 衣5 f した ものだ 
と 思います ♦ 

占你 hJ ; た、 秋 mTirar 山衫花 
笠祭り • «) 4 ze 夕祭.京都人文卞送 
り火などは特に ff 名です 4 T また立 
III では 诹 S .6 祭りか行なわ il ます > な 
ん とむ雄やかです けど •索朴な U 本 
入の心が-! ft じ .^れる時です. 

おみこしを m ぐ 苔衆 {: 扣 もしい も 
のです •於い•游い •なんていって 
られないなといぅ X に？せられます。 

-铱リけ曲に^ さからく る味魔払い 
の »俗もあり . It の 炎天に - ifl 张って 
こそ•すばらし さか あるのではない 
でしよう か • 




この 炱休み 一 枚の is に取り組んで 
みる••人作 •に 後んでみる‘なかな 
か ステキなブランじやないです か* 
そういう 人のために 1 多攣画 UJ 
(麻松町 二 7* 00 22 16 0 311 
では •えくてび あん n — ナ— •を設 
け mg 
ぶちなど良 
い 品を 安く 
提供し ょう ^ J 
という 问店 
の i は8 
I - J 20 日まで • 

◄立 川クィズ 

学校名と所仵地か必ずしも一抆し 
ているとは 限りません •次のうち立 
川 iti 内に所 A : している 大卞は どれで 
しょうか。 

京女 - f 体/ r 大卞② S 立 fir 來人肀 

③武■突 m 焱蓋 ms 朗人学 

▼7 月号の答 

立川市の姉^ siiti はサン•バ—ナ 
デ f ノ市{米 ra 々リブォルニア州) • 
祝也•两 rfl ' の ini で •相互派 iftA 校 
屯*に のっとり •立川 IK から サン市 
へ 菜されるものであり•逆にサン 
Hi からも立川市に4入の女子；11抆生 
が ホ—ムス テイなど t ^ な他しの中 
で 友1«を深めて いる" 


真如苑だより 

いよいよ，お子樣がたも £ 
沐みです"しつかリ3!*_を江 
てておられるでしよぅか • 
如苑の«含 餐 W は8 IT も休み 
ません*おでかけド？い A 
■ 1=時 7 H は27日(1) 
acix は 29 h <*) 

いずれ t 午後2時から4 時 丨 
■卯 本 s 、 ia - 如 1 C 物館のご 案 
内をはじめとして映_など盛 
りだくさんの用患がしてござ 
います* 

■立 川市 K (成人)に限らせ 
て頂きます** 

•お 中し込みは『え 
くてびあん•コンパ 

U オン j (本达を手 


y - f A し iML た人>へ。 



一工房から 


•昭和 511 念公阇の中にできた「レィ 
ンボ— ♦ブ—ル j に入袄かでるかィ 
ナか•今年の S かなんと Hr ても々 
ナメでありましよう•お镇段•大人 
.丘〇〇^小人七五〇円‘幼圯一！ 
00 円 •フンパツ L てみ ますか ••「 街 
角の！ I 」に较坳して頂いた dy 野さん 
のフ rl ストネ I ムは「メグム j さ 
んと訛みます*お^に確这の苑话を 
掛けましたら，ご尊父がでられて命 
名のときに•忠 ，として 「女だった 
ら > グミ、 % だっ たらメグムと決め 
て おったです」と•なかなかカシコ 
ィ命名法ですな • c 「爱中兒拇い阳 
絵はかき 』 かお陰さまで好种めよう 
で vr . 川から全111に肽っております* 
挚 f 柄 の 方もつい^したためた く 
なったという•おたより-^戌部*多 
少ございます*エ相まで••向：：：炎 
や汲めば Hr たさえくてびあん 

1編集)爾芩寶班胃«||子五十觐处り|1)3孑 
« 11 (« H - Jruiif 子 mlllll 1 fl»*e 
<ザ龜>天野»||: K ， i ? > 283 


erv スくてびあん第 1 
昭和六+年八月 IB 発行 
発行所えくてびあん W 象工房 
槊京肋立川市紫崎町 2-4—II 
ファィンビルディング 3 F 
«益〇四二五 goo 82 
«集人立弁磬介 
免行人冲野篡男 
印取所栋式会社立川印刷所 


て W ったトーンをそのままに丙叹を 
试 A たのか本»である ♦ 

おとよ必さんとは •» 者の•おは 
あちやん•にあたる人•「おとよ婆さ 
んは、谷 W 天神ドの r 竹山』という広 
い竹齩に囲まれた旧家の松で、わが 
m 父•消次郎の許に睬いできたの a 
毖川' fic ^- か終るころだった J という 
とよ女の口から•衣趙の「海 忭 に ！ E 
えた^ I 女」「水^リの水 i ; anJ 「さん 
かく山の'^£ち地|1」など.炙くの 
•お話*が結リだされる〇 
「立 Mlrtj に滕を発する矢川の、石 rv 
如^さまの近くに住んでいた佐川 H . 
平は， r 凡：5：の谷保はもとよリ•近郷 
に W こえた井 n 掘りの名入だった，」 
ではじまる，掘り仲户の中の弁大 w . 
なにやら面白い•お^•がはじまり 
そうな尊闻 W 

「#民活，などと銘う「てあるけれ 
ども.まるさりの作り姑ではなくて， 
ありよう U , わかおとよ进さんの达 
の落とし子みたいなものなのである j 
と «# A 辟が^)おきしている。 

「姿さんは • 时炉典樅では h 空の、 
父の座のつざに私を坐らせた•卜座 
に U け*' J して座らせなかった•彼女 
U 私のつぎに座をとるのである”そ 
して•きまったように•『むかしむか 

しなあ . J と游活を姑めるのだ 

:こ 

旧き yf き時代の鼓：§が唯えてきそ 
I 冊だ二股出 m 久 K •けやき出 
版刊.て三00円> 


! 


a 


Ys 

i .- 

— T ;. 


H 〜 30 H ま 

でチ^^テ < 

美術《 (ウ 

f ル 9 F > 

を两傕•多 

嗲地区在 tr : 

S * 二百 

名が協 H し 

た U 袵終 R 

にはパーテイ(ザ真)も打なわれ • 

ァ I チストからの1?かい KIJ ましの tC 

菜、「栃木命の笟站」から tr,fc 搭にか 

けつけるなどの光 K - がみられた * 



多^、そして立川にもその■史がつちかつてきた多くの民話， 


むかし話がある。著い*いとグチる前に、これらの本をヒモトい 
てみよう。心に > f . f fFIJ の一 一 ^^ C 
こに* so で，54：?してみよう9 

川 s むかし話 I 

立川の\びとによって紐られて5 
たむかし沾を»1沽*策めている。夕 
ィトルとか r ラスジをみると•どこ 
の土 illl でも胼られてきたスタンダ— 

ドなものか多い•しかし r 描り f - の 
ことばになるベく手を加えす•許姑 
の訪られた^の箅网欠を出すように 
努め J < はしがき》ているため•ひと 
味ちがった物»|かたのしめる • 

また、立川での姑ならではのもの 
か随所にみられ；花 «* K かじじい」で 
は枯木に花を » x かせるところが•江 
戸銜进になっているところなど•好 
例であろう • 

むかし站は T - 供にきかせるという 
W ころから • nm な場面が除々に切 
リ拚てられてゆくのか一般であろう* 

この本の中には•残酷な蝎 ® i かとき 
どき表われ，* r « -iw •ならぬ•埯坫， 

の濃さも味わえる • 

たとえば「カチ々チ山」で*おじ 
いさんが押 H を食べる”ところが@ 


はおばあさんに化けていて，おじい 
さんが押： t たと思って ft ベたの U ， 
実はおばあさんのそれであ*->た • 

フジィジィなんか、いいこんだ•パ 
アバ r 汁ぅち食って•流しの下の0: 
エ見ろ j 

铃ばなしの圧卷であろぅ • 立川市 

化 II 文 • 

增山昭 
今：®祐子 • 

版！！ •版友 
仝=立川 Jf » 

&公民蚶 
友め令•和 
偭 ilOOQ 




1 削作民話 
梅林に消えた 


矜者は H ^ m ^ d のシナリオラィ 
夕—であり•沛人でもある^田£久 
氏'-.おとよ®さん n 伝」とある通' 
幼い瑣に何+!^何台回となく閒い 


1 i * 

★枝豆のおいしい季 ft —— 枝 W , あん 

のく し 団子は いかにも社らしい•錦 

«J 職安のすじ向いみレンガの一!ルー 

附の「ゆぅき」は右い店主夫螓の七ン 

スとまごころがこもる小さなお店 • 

tt 味を棰乃おさえた「白卫ぜんざい」 

「装あわゆき」は5[阳きの絶品，「く 

ず切り」は注文をつけてから作るので 

10分の侍ち時 n « が必！^ h 生篥 Y - は3 

週間毎にデザィンをかえる。店主の友 

\の啕芸家 wm 民雄 H : 作の抹茶茶碗 

〇ある** nB »^ ff “( M 25250 7 8 0 

★人形刺映 g 「雄は生きている」电 

京大空典の®要を -№11に fi えるた 

め竿乙女 ll » nl と田^矸•か#きおろ 

した絵本を原作に人形刺0*芸の出 
深を^て映 g 化 • 5 CCT 6 HIO 時砂川 


時幸分館， 

一 百年紀念大メルヘン 

立川*岛闇六陪 

仳物会裼にて*グリム适沽の辨硌や 

人形なビ多数り 一 ifaooar 小中高± 

g 円•问ヒく离 ftffl にて8丨12日に 

多^！本祭.術；ド拘市*5[の：|\暇 

決 P : 大処分市が催される. 

★路上で氷彫刻城が7月 7 R ， 七夕 

の U に他された- 「 trl 大：油り商 Mi 

会」の主傕で氷^刻€其演が行われ • 

进ゆく入の » M をたのしませた*立 nl 

狄北 n 太通9の* H •伊勢汗，*た 

ましん*など数ヶ所のビル前で*彫 

刻家*たらか晻にょりをかけ、 ベン 

ギン"白 A などさわやかな作品を仕 

h げた”つゆ問をぬって明れてはい 

たが^むし^い：：：阽〇の^通リに油 

をおく r ていた。 

★「*¢1多擎命の取猛」では ， -hnzfi 












































Au Coin de Tachikaiva 


ドーンと轟いたし 


•今月は 

西野患气 


KD6CI 


ツボンの鼓声 


H 野さんほどと「静 j の呼味を心得 
ている卜 * 97 — は、いないといわれる 


切.鶴!!の骞瘭，痛驀か耔 

ると雄立ちの拍手づ< め 


の打卩か* 
レ頭〔••放 
ベ。：£な 

S * v 


‘ソ 

の内ニラ 
風て.；魂 
さも P を 
に国；£だ 
評立^れ 
偭劇胃が 


ん名 
なは 
ん体 
てを 
優あ 
しら 

いわ 

名さ 
前な 
かい 
ら° 

こグ 

のち 


い移さ 
た R た 
°百矢 
ぬ年先 
け祭 % 
る '今 
よお度 
う祝は 
ないハ 
楚にワ 
い卜•イ 

空丨へ 
がンと 
グとん 
ラ叩で 


圭子さん{二期会）ら 
がくむ台* aa のジ a イン 
卜もえて、ステージはい 
やがうえにも®り上った 


N B C ホールなど、一凍のス T ージで叩， 
ハワイアンたちをわかせた_輿》太鼓 J 面々 

















